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イチゴ品種宝交早生の荷培養による幼苗生産 *
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緒 言 Lス撫感悲い.一方,若い約または花糸組轍もウイJ,

イチゴ苗は,ウイルスに感典すると,その後の草 染で,若い約の培盛からカルス塊を,次いで植物体

･=

勢が弱くなり,著しいときは生長が停止し,果実は

･2

小さくなって減収する.イチゴ苗は紫衣繁殖によっ

･ 

て増鞄するため,ウイルスはランナーを通じて次世

代へ伝放し,引続き子孫稽物に病徴が現れる.この

幹事を防ぐには,ウイルスに無感染の笛 (ウイルス

フリー苗)の育成が必要で,それはランナーの生長

点培並,無い桁,花糸などの培掛 こよる,カルス組
織に再生させた植物から育成できることが知られて

いるl V.一般に用いられている方法はランナーの

生長点培並による方法であるが'),確実にウイル

J.

本研究では,この技術を実際に凝苗生産の現場に適

を再生させ,ウイルスフリ一苗が作出されている2

応した形に組み立てるため,培社の諸条件を改めて

検討したものである.

材料および方法

材料

㈱大和腿歯より鵬入し,ウイルスに感染している

晶蔵宝交早生を使用した. 1987年(昭和62年),閉場

に定柏,発生し,翌年 3月～7月の間,狩を密閉し

6.

04.ス無感染組織を柑るには,茎長組織から mm以

下の微小な切片を切 り出す必要があり8･7㌧0 mm

たカップの湿室内に採取し,研究室に持ち偏 り実験

に供した.

角になると無ウイルス化は不可能であるとされてい 方法

)L,る.この技術は高度の熟練を要し,1茎長から1細 無菌培発には,MS培地8 S培地9 tei)および Wh

胞塊または1カルス塊しか発生できないから効率も 培地 (以後 WH培地 1り に蘇糖30gハおよび寒天 80

■この研兜は.昭和6

r.indBtn

年妊点良市住所8■挿Bの粛托研究として助成金を受けて行った. 
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件によるものとする. 多数のカルスが形成された.花榎の長さも,カルス

化しやすい約を採取する手係りの 1つになると考え

結 果 られた. 

1.轡および約の大きさと折壁のカルス化撃

93

培地の磯類と朽壁のカルス化率.3

2mg/】と 

2mg/)加

力Jレス形成が粒も良好な大きさの桁の存在を筋か

mmであった.この時期の桁の内容を押しつぶし法

と酢酸カーミン染色によって検鍵すると,多くは花

粉母細胞の減数分裂落後であった.また,軒が 

前後に発育し,約も約 2mmの長さで浪資色～燈色

になると､荷壁はカルス化しなかった. 

2.7E棟の長さと約のカルス化率

野の花樺の長さとその背から採取した桁のカルス

mmの大きい轡でも,花榛が 5- 6mmであれば,

0.

0.

3種の基本培地 に,NAAと BAを 

/2.1-ら推定するため,長さ の閉じた哲を採取4 0mm ]を加えた培地と 】と0mg ,20mg/.

6 MSし,その大きさ,約の大きさ,桁の色,および新組 えた培地の計 磯を用意した,カルス化率は 培

LS織のカルス化率をしらべた. 地と 培地間で大豊がなかった.また生長調整物 

カルス誘苛に用いた培地は S基本培地に NAA

と BAを 0mg/)づつ加えたものである.哲と荷の

大きさの関係を Ta e2に,桁の大きさと芯床 6週
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間後のカルス化率を Fi 1に示した.カルス化率は
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したカルスは, 

1 LS基本培 地 に NAA 20mg/lと BA O

mg1を添加した培地で発生した前歴をもつものと 

_ 

).lb(

5


成はおこらなかったが, NA

布くなるほど,カルス化率も高くなる傾向がみられ

Ta e3

.培地の種類とカルス増殖 
-0

2.


2.


LS基本培地に,それぞれ 3水準 0,0 ,および 

0mg/tの NAA と BAを組合せて添加し,そこへ

.2
) 同 じくNAAO2mg/卜と BA2

加した培地で発生した前歴をt)つものの 2都を分け

.0mg/)を添

1
2
14
7


/).

AB

./.3唖の基本培地に NAAO2mg】と BAO2mg/

Tを添加した培地を用苦し,そこへ.5mm角のカル
28
1
2
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 生長調整物質濃度とカルスの増殖 
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ルス形成した桁は肝床後2日目まで増加したが,そ

の後,荷もカルスも褐化枯死したので,生残数を( )

Fi

.

=̀こ

示した.カルスは MS基本培地において倍も良好な

増殖を示した.ついで LS基本培地が有効であった. 

WH培地では,カルスは褐化することが早く,その

カルスを疋床し,1ケ月間の増殖を測定した.疋床

週間カルス形成を観察した.NAAまたは BAのど

ちらかが欠けても,実際利用し得るほどのカルス形

Aまたは BAの浪度が

た 

ス塊を田床し,2週間毎に新培地へ移植した.旺床o r

培地を除

き,2都の間で大差がなかった.WH培地では,カ

内に記載した 

b】 

1)


て用いた.これらの結果を Ta e4に示した. 

では,NAA単独添加区ではカルスはは殆んど

増殖せず,BAの存在下で各区とも良い増殖を示し

002, .

/2.


生長調整物質の組合せとカルス化寧 

LS基本培地に,NAAおよび BAの浪度を 

0mgおよび Tの 3水準で組合せ,荷を旺床し,4
 

4

1 
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た 

せず,NAAの存在下で良い増殖を示した.即ち,疋

)2. では,BA単独添加区ではカ/レスは殆んど増殖

14

床したカJス塊自体に丑生時の前歴培地に含まれて

いた生長調整物野が残存し,その後の増殖に影響を

およぽしているものと推定される.結論的にカルス

L,

は NAAも BA も高濃度 2,0mg/( I)のとき位も長

好な増殖を示した. 

7.振過培並によるカルス増殖

寒天を加えない LS基本培地に,NAAと BAを

それぞれ 

同一組成で寒天を加えて調製した平板培地で頚生し

たカルス塊を10mm角に切 り揃え,薬さじでつぶし

2.
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5Co
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て,全血を上の液体培地へ接種した.これを,2 ,
振盛距離7 往復/分 迎統光下で振過ux002, 01

培灘した. 2ケ月間 2週間毎の観察結果の大要を 

0
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た. 
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の異なったカルス塊を 5mm角に切 り揃え,LS基 ス塊から滋も早 く多数の植物体が再生し,これらは

1)(4近故大学盛学部紀要

引続き生長した. 

.9
mg1を単独に添加した培地にそ

れらを駐床し,主として植物体 (不定腔)の形成を

/20.本培地に BA

/mg0 0220, ., .

と BAを組合せて添加した培地でカルスを増殖し,

観察した. 1ケ月間増発後の観察結果を Ta e5に

示した.この増発条件下では.常緑色と費色のカル, 前項 6において,移植したカルスの生長には,珍

柄前の培地の生長調整物質の濃度が影野することが

わかった.そこで,ここでは,この影響の詳細と植
e5LC

b】 

lootTba

カルス増殖と植物体再生に対する生長調整物質

の濃度条件

0

).

,5それらを同様に調整した各培地に移植して 日後

にカルス生長の良否 と植物体再生 とを観察 した 

一beTa 6(

カルス生長に関して,Ta

4区とを比較すると,移植前培地の高濃度 NAAの

1/20.1/O2.mg 十BA mg において位 も早

く再生が生じている点に現れている. 
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】 tpan 物体再生条件についてしらべた.あらかじめ,LS基

本培地にそれぞれ 3水準 1の NAA

6の 1,3区と 2, 

影響が移植後 NAAを欠いた培地 (2,4区)にお

いてカルスが増殖を続けている点に現れている.柏

物体再生に関しては,移植前培地において NAAが

低浪度で BAは高濃度であった前歴の影廿が 3区
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移植後の日数 培焚条件 (12月下旬以降) 

2- 3 恒温室 (25●C～28●C),暗所 

3-7 同,連続光2000lex 

ぎ

こ
O
OJ
Ln
]き
S)Ud
一d

7-14 同,徐々にふたを開け,堤
A..

度を下げる. 

-2114 ふたを除き,日中は室外へ

出す.2Jo
Laq
uJn
N 

2

に定植

この幼植物は前として順調に生育した.

1- ビニールハウス内,ポット

15103 

考 棄D sa

nt media and roo

ay

ietr

p gintnlaerf(

1.材料の適期

本研究の材料では,長さが50-6.5mmの懲またF Cnu

dp

同様の結果は,基本培地に MSを使用したときも さがあった.しかし,筋の発育速度は気候や土壌肥

再現した. 料分の多少によって異なり,また哲の大きさ自身が

植物体は時間の経過と共に多数再生し,さらに生 1番花,2番花,3番花と進むにつれて小さくなる

長して,増発瓶に満ちるほどに増殖した. 傾向がある.そのため,採取が必要になったその時

ig.6 BaLs ng f m 
nt は 3- 7mmの花棟をつけた哲から採取した桁が収

roit

la

umb

teragenere

Totaln erofp ntsexaminedwere30la もカルス化しやすい時期であり,この段階の智は未

だ開かないため,荷を損うことなく滅菌できる便利

.挿し木からの不定根形成と培地

カルス塊から再生した栢物を苗にまで発生するに

は,先ず,根を宕けた各個体を一本づつ生長させな

ければならない.そこで,移椎用苗安生の目的をも

って再生植物体の上半を切りとり,新培地へ挿し木

し,発根の良否を観察した.培地には簾糖を除いた 

10 の材料植物について,憩の大きさと桁の発達の関係

等を先行する轡でしらぺ,適期の桁を適確に採取す

る手係りとしなければならない. 

2.カルス培発法

桁壁組崩のカルス化,カルスの増殖,幼植物の育

成には,WH培地を使用するよりは MS培地を使用
MS,LSおよび Wh することで好成緋が得られた.これは,前 2者の成ite基本培地を用いた.15日間約 

2mm以上の長さに発根.伸長した根の数 (本/個体)

を計測し,植物体の生長をも観察した.結果は Fi.g

6に示した.

発根数の増加は 3基本培地間で大差がなかった.

しかし,植物体は,MSと LSにおいて培凍瓶一杯に
なるまで大きく生長 したが,WH培地では茎は細
く,薬は小さく,生長は港かった. 

ll.幼植物の育成と馴化

前項10において,発根し始めて 2- 3週間後,幼

楠物体をとりだし,根についている寒天を滅菌水中

でよく振い落し,MS培地(帯板を除く)で湿らせた
水苔培地へ移植した.根数 4-8本をもった幼植物

体はさらに発根して,殆んどすべて順調に生育した.

次に,これらを根を水苔で包んだ形で透明プラスチ

ック製ケーキパック容器 (17×17×70cm)内のバー

ミキュライト (高圧滅菌ずみ)に移植し,その容器

を同じ容器で稚い,湿室として次の経過で培珠した.

分組成が傑れていると言うよりは,それらのめ度が

後者より約10倍も商いことに原困があると考えられ

る.

液体培地によるカルスの撮盟培額では,寒天平板

培地による静田増資よりはるかに商いカルス増殖率

が得られた.このとき,カルスは容器の器壁に付宕

して増殖したから,カルスは充分な通気と新鮮な増

発液の補給があれば著しく促進されるものと推定さ

れる.したがって,次は,この方向へ増発横器の改

良をするつもりである. 

3.約培頚による幼苗増殖工程

桁組織のカルス化から幼苗増殖に至るまでの培発

諸条件について,上に述べた.これに,挿木 ･発根

および馴化を組合せると桁採取から幼苗を増殖する

工程として Fig.7が成り立つ.この工程は,イチゴ

品種宝交早生を使用するかぎり,充分効果的で,幼

苗は短期間で手軽く,大丑に生産が可能であった.

定植した幼商の生育状況は良好で,外見状 SMOV, 
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SVBV,SMYEV,SCrVの感染はないものと考えら

れるが,今後,指横根物への小薬継き法などにより,

ウイルス感染の有無の検定を充分にする必要があ

る.

以上,従来の諸研究の結果2･3)を確認すると共に,

約増発による幼苗増殖工程を試作した.

摘 要

イチゴ品都宝交早生を用い,ウイルスフリー笛の

簡便な大HL培丑法を開発するための実験を行った.t

桁を無ウイルス組織として用い,カルス化から植物

体再生をへて幼苗生産までの培賛諸条件を検討し

た.カルス化率の高い荷は長さ 1mm前後が適当で, 

MS又は LS培地に蕉糖30g/I,寒天 8g/I,NAA 

0.2-2.0mg/1,BAO.2-2,0mg/】を添加した培地

上でよくカルス化し,増殖した.また,培地に NAA

または BAのどちらかが欠けても,カルス化もカル

ス増殖もおこらなかった.通気と新鮮培地の不断の

補給はカルス増殖を著しく促進すると推定された.

カルス塊 を NAAO.2mg/l+BA2.0mg/lで増殖

し,次に同-組成の培地へ移施し増発を継続したと

き,植物体再生がut･)kt早く豊富に生じた.これらの

知見をもとに,桁培漣に始る幼苗育成工程を試作し

た.
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